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宇
都
宮
工
業
団
地
は
、
宇
都
宮
市
の
東
部
に

位
置
し
、
市
民
に
は
平
出
工
業
団
地
の
名
前
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
最
も
古
い
工

業
団
地
で
す
。
新
国
道
４
号
が
間
近
に
あ
り
、

北
関
東
自
動
車
道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
は一段
と
高
ま
り
ま
し
た
。

　

立
地
企
業
が
出
そ
ろ
っ
た
昭
和
45
年
当
時

は
、
工
場
用
地
が
３
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
企
業
が
64
社
中
28
社
を
占
め
、
一
部
上
場
企

業
な
ど
も
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
経

済
状
況
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
広
い
敷
地
を

有
し
て
い
た
大
企
業
が
撤
退
す
る
な
ど
整
理
統

合
が
進
み
、
そ
の
跡
に
中
小
企
業
が
数
多
く
立

地
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
中
小
企
業
を
メ
イ
ン
に
、
１
１
０
社

以
上
が
操
業
し
て
い
ま
す
。
宇
都
宮
市
に
本
社

工
業
都
市
・宇
都
宮
を
支
え
る

３
つ
の
工
業
団
地

中
小
企
業
を
中
心
に

多
様
な
企
業
が
立
地

宇
都
宮
工
業
団
地 （
平
出
工
業
団
地
）

特
集 
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宇
都
宮
の
工
業
団
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特
集 
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宇
都
宮
の
工
業
団
地

　

鉄
道
や
高
速
道
路
、
災
害
の
少
な
い
土
地
柄
な
ど
の
好
条
件
に
恵
ま
れ
、
首
都
圏
の
北
の

拠
点
都
市
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
宇
都
宮
市
。
そ
の
成
長
の
大
き
な
要
素
と
な
っ
た
の
が
、

市
内
の
宇
都
宮（
平
出
）、
清
原
、
瑞
穂
野
の
３
つ
の
工
業
団
地
で
す
。
当
所
は
こ
れ
ら
の
工

業
団
地
と
の
日
常
的
な
意
見
交
換
な
ど
に
取
り
組
み
、
相
互
の
協
力
に
よ
る
地
域
振
興
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
は
昭
和
59
年
に
「
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
」

の
地
域
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
以
来
、
産
・
学
・

住
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
た
高
度
技
術
集
積
都

市
と
し
て
確
か
な
歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
市

内
の
３
つ
の
工
業
団
地
は
、
そ
の
工
業
生
産
の

中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
全
体
で

み
て
も
、
こ
の
３
工
業
団
地
で
本
県
製
造
品
出

荷
額
の
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

３
工
業
団
地
そ
れ
ぞ
れ
に
、
大
手
企
業
が

多
い
、
地
元
企
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、

規
模
や
成
り
立
ち
に
は
特
色
が
あ
り
ま
す
。

立
地
企
業
の
性
格
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
地
元
と
の

か
か
わ
り
方
に
も
当
然
違
い
が
出
ま
す
。
当
所

は
各
工
業
団
地
の
事
情
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
連

携
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
宇
都
宮
、

清
原
両
工
業
団
地
役
員
と
、
当
所
関
係
者
（
会

頭
、
副
会
頭
、
各
部
会
長
が
出
席
）
と
の
意
見

交
換
会
で
す
。
ま
ず
は
ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ

る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
の
中
で
企
業
側
か
ら
宇
都
宮

市
内
の
宿
泊
施
設
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
出
さ
れ
、
当
所
と
し
て
状
況
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
手
企
業
か
ら
大
震
災
後
の
修

復
資
材
の
提
供
の
相
談
を
受
け
、
会
員
企
業
を

紹
介
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

機
能
を
置
く
企
業
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
従

業
員
の
数
を
み
る
と
、
１
０
０
人
未
満
が
91
社

と
全
体
の
約
78
％
を
占
め
、
３
０
１
人
以
上
は

５
社
に
と
ど
ま
って
い
ま
す
。

　

業
種
別
で
は
当
初
は
製
造
業
が
中
心
で
し

た
。
現
在
は
製
造
業
は
約
44
％
と
５
割
を
切

り
、
卸
売
業
、
倉
庫
業
、
設
備
建
築
業
、
産

業
廃
棄
物
業
、
商
品
販
売
業
な
ど
、
多
種
多

様
な
業
態
の
企
業
が
社
屋
を
連
ね
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
の
栃
木
県
工
業
統
計

調
査
に
よ
る
と
、
出
荷
額
は
約

３
６
６
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
地
盤
が

強
固
だ
っ
た
せ
い
か
、
幸
い
に
も
工

場
や
社
屋
な
ど
に
は
大
き
な
被
害

は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

食
品
関
連
企
業
な
ど
で
は
、
そ
の

後
の
原
発
事
故
に
伴
う
風
評
被

害
、
計
画
停
電
に
よ
る
電
子
機
器

類
へ
の
影
響
な
ど
が
大
き
く
、
各

企
業
と
も
対
策
に
悩
ま
さ
れ
た
と

い
い
ま
す
。
節
電
に
は
各
社
と
も

徹
底
的
に
取
り
組
み
、
ラ
イ
ン
が

　
一
方
、
当
所
か
ら
は
、
活
動
内
容
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
に
会
報
「
天
地
人
」
を
工
業
団
地
内

企
業
に
配
布
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
工
場
見
学
を
設

定
し
て
も
ら
い
、
実
際
の
企
業
活
動
を
視
察
す
る

な
ど
し
て
貴
重
な
経
験
を
得
ま
し
た
。

　

地
元
企
業
が
大
半
を
占
め
る
瑞
穂
野
工
業
団
地

は
、
当
所
が
「
地
元
中
小
工
場
の
工
業
団
地
造
成

に
つ
い
て
」
を
要
望
し
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
、
立

地
企
業
に
は
当
所
の
会
員
も
多
く
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
な
お
一
層
の
緊
密
な
連
絡
体
制
を
確
保
し

て
い
き
ま
す
。

　

経
済
団
体
と
い
う
性
格
上
、
各
工
業
団
地
への

補
助
金
等
の
直
接
的
な
援
助
は
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
行
政
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
、
地
域
と

の
〝
橋
渡
し
役
〟
を
務
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

止
め
ら
れ
な
い
分
、
シ
フ
ト
の
変
更
や
事
務
部
門

の
空
調
の
節
減
な
ど
に
よ
っ
て
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

多
様
な
企
業
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
地
元

に
密
着
し
た
企
業
が
多
い
こ
と
か
ら
、
管
理
組

合
で
あ
る
（
一
般
社
団
）
宇
都
宮
工
業
団
地
総

合
管
理
協
会
が
窓
口
に
な
っ
て
、
周
辺
の
小
中
学

校
な
ど
を
対
象
に
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
22
事
業
所
が
協
力
の
態
勢

を
整
え
て
お
り
、
工
場
見
学
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
る
ほ
か
、
講
師
の
派
遣
、
文
化
祭
へ
の
参
加

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
の
人
材

確
保
に
も
つ
な
げ
た
い
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
工
業
団
地
全
体
で
取
り
組
む
「
産
業

フ
ェ
ア
」
の
よ
う
な
事
業
が
で
き
な
い
か
と
い
う

こ
と
も
、
今
後
の
検
討
課
題
の一つ
に
し
て
い
る
そ

う
で
す
。「
一
般
の
市
民
の
方
た
ち
は
、
こ
の
工

業
団
地
の
中
に
は
ど
ん
な
企
業
が
あ
る
の
か
、
ま

た
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
よ
く
分
か

ら
な
い
の
が
現
実
だ
と
思
い
ま
す
。
工
業
団
地
内

の
各
企
業
が
出
展
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
れ
ば
。
ま
た
立
地
企
業
が
一

堂
に
会
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
取
引
が
生
ま
れ

る
機
会
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
同
管
理

協
会
の
富
永
利
雄
専
務
理
事
。

市
内
で
最
も
古
い
歴
史

節
電
に
懸
命
の
取
り
組
み

見
学
な
ど
積
極
的
に
対
応

各
団
地
と
も
に
特
色

意
見
交
換
会
を
開
催
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（出荷額は平成21年栃木県工業統計調査による）

所在地

事業主体

団地管理組合

総面積

出荷額

工場用地面積

事業所数

従業員数

宇都宮工業団地の概要
（平出工業団地）

分譲開始時期～
完了時期

宇都宮市平出工業団地

宇都宮市街地開発組合

3,041,000㎡

36,639,210万円

2,431,000㎡

116

9,745人

（一般社団）宇都宮工業団地
総合管理協会

昭和37年9月～
昭和50年10月

 I n d u s t r i a l  c o m p l e x

01

空から見た
宇都宮工業団地
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空から見た
瑞穂野工業団地

　

宇
都
宮
市
内
の
中
小
企
業
、
中
で
も
製
造

業
の
近
代
化
、
高
度
化
を
図
る
た
め
の
移
転

用
地
と
し
て
造
成
さ
れ
た
の
が
、
瑞
穂
野
工
業

団
地
で
す
。
宇
都
宮
市
の
南
東
部
、
新
国
道

４
号
に
沿
っ
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
北
関
東
自

動
車
道
路
と
の
連
結
も
容
易
で
、
交
通
の
利

便
性
は
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
時
の
宇
都
宮
市
内
の
中
小
企
業
は
、
敷

地
が
狭
く
て
増
築
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
土
地

利
用
の
用
途
規
制
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

公
害
問
題
へ
の
住
民
意
識
の
高
ま
り
を
受
け

て
、
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
問
題
な
ど
へ
の
対
応 地

場
の
要
請
に
応
え

製
造
業
を
軸
に
立
地

瑞
穂
野
工
業
団
地

も
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
宇
都
宮
市
土
地
開
発
公
社
が
造

成
を
手
が
け
ま
し
た
。
分
譲
に
当
た
っ
て
は
当

所
も
宇
都
宮
市
と
共
同
で
、
進
出
希
望
企
業
の

経
営
診
断
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
製
造
業
に
限
定
し
た
分
譲
で
し
た

が
、
民
法
の
買
い
戻
し
特
約
条
項
の
10
年
が
過

ぎ
た
時
点
で
、
他
業
種
か
ら
の
参
入
が
可
能
に

な
っ
た
た
め
、
現
在
は
製
造
業
は
約
72
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
業
種
と
し
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
建
設
業
、
卸
売・

小
売
業
、
運
輸
業
な
ど
で
す
。
立

地
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
宇
都
宮
市
内

の
中
小
企
業
で
す
。
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
は
後
継
者
不
足
で
、
少
子
化

な
ど
の
た
め
事
業
を
継
ぐ
人
材
が
現

れ
ず
、
や
む
を
え
ず
廃
業
す
る
事

業
所
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

最
近
、
円
高
が
進
み
、
ま
た
海

外
部
品
の
調
達
率
が
高
ま
っ
て
き
た

こ
と
を
受
け
、
自
動
車
関
連
な
ど
の

製
造
業
の
中
に
は
、
工
場
を
工
業
団

地
内
に
残
し
つつ
も
、
生
き
残
り
を
か
け
て
海
外

に
進
出
す
る
企
業
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
平
成

21
年
の
栃
木
県
工
業
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
出

荷
額
は
約
１
８
１
億
円
と
な
って
い
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
幸
い
建
物
な
ど

へ
の
物
理
的
な
被
害
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
計
画
停
電
の
際
に
は
、
ラ
イ
ン

を
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
大
な
影
響
を
受
け
た

企
業
も
少
な
く
な
く
、
管
理
組
合
で
あ
る
瑞
穂

野
工
業
団
地

（協）
で
は
、
停
電
の
情
報
を
集
め
て
組

合
員
企
業
に
提
供
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　

同
工
業
団
地
の
造
成
に
当
た
っ
て
は
、
併
せ
て

住
宅
団
地
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
住
宅
団

地
に
住
ん
で
、
徒
歩
や
自
転
車
で
事
業
所
に
通
っ

て
い
る
人
が
数
多
く
お
り
、
地
域
の
雇
用
確
保

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も

地
域
密
着
型
の
工
業
団
地
と
い
え
ま
す
。

　

協
同
組
合
で
は
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
地

元
の
お
祭
り
に
協
賛
し
た
り
、
一
部
の
企
業
で
は

工
場
見
学
の
受
け
入
れ
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
使
用
済
み
切
手
や
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
を
収
集
し
、
宇
都
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
す
る
ほ
か
、
地
域
の
一
斉
清
掃
活
動
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
同
組
合
が
入
居
す
る
宇
都
宮
市
瑞

穂
野
勤
労
者
会
館
は
、
工
業
団
地
会
館
と
し
て

昔
か
ら
周
辺
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
施
設
で

す
。
現
在
は
同
組
合
を
指
定
管
理
者
と
し
て
運

営
さ
れ
、
地
域
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞穂野工業団地の案内看板

中
小
企
業
の
移
転
用
地

製
造
業
以
外
の
企
業
も
増
加

地
域
雇
用
に
大
き
な
貢
献

M
izuhono Industrial com

plex

（出荷額は平成21年栃木県工業統計調査による）

所在地

事業主体

団地管理組合

総面積

出荷額

工場用地面積

事業所数

従業員数

瑞穂野工業団地の概要

分譲開始時期～
完了時期

宇都宮市瑞穂

宇都宮市土地開発公社

301,920㎡

1,809,950万円

199,305㎡

81

1,240人

瑞穂野工業団地（協）

昭和52年～
昭和58年

 I n d u s t r i a l  c o m p l e x

03
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清
原
工
業
団
地
は
昭
和
46
年
か
ら
用
地
取
得

に
入
り
、
以
後
、
順
次
、
造
成
工
事
・
分
譲
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
開
発
当
時
は
内
陸
型
工

業
団
地
と
し
て
は
国
内
最
大
規
模
を
誇
り
ま
し

た
。
宇
都
宮
市
の
東
部
地
域
、
鬼
怒
川
の
東
岸

に
広
大
な
敷
地
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
本
社
を
置
く
大
手
企
業
が
大
半
で

す
が
、
地
元
の
大
手
企
業
も
立
地
し
て
い
ま

す
。
1
工
場
当
た
り
の
敷
地
区
画
が
広
い
こ
と

が
ス
テ
ー
タ
ス
の
１
つ
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
宇

都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

栃
木
県
内
の
工
業
団
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
る

存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
化
学
工
業
、
電
気
機

械
器
具
製
造
、
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
な
ど
、

高
度
な
最
先
端
技
術
を
持
つ
企
業
が
進
出
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
21
年
の
栃
木
県
工
業
統
計
調
査
に
よ

る
と
、
出
荷
額
は
約
８
９
０
０
億
円
と
な
っ
て
い

高
度
な
技
術
を
持
つ

大
規
模
企
業
が
集
積

清
原
工
業
団
地

ま
す
。
宇
都
宮
市
全
体
の
出
荷
額
の
約
56
％
、

栃
木
県
全
体
で
も
約
11
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

大
規
模
な
企
業
が
多
い
だ
け
に
企
業
の
入
れ
替

わ
り
や
分
割
分
譲
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

各
企
業
が
環
境
の
保
全
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
栃
木
県
の
河
川
は
首

都
圏
の
水
源
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
水
質
の
保
全
に
は
特
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。
工
場
か
ら
の
排
水
は
、
ま
ず
当

該
企
業
で
県
の
排
水
基
準
以
下
に
処
理
さ
れ
た

後
、
工
業
団
地
内
に
設
け
ら
れ
た
市
の
排
水
処

理
施
設
で
、
さ
ら
に
高
度
な
処
理
を
行
っ
て
鬼

怒
川
に
放
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
い
主
要
道
路
に
は
街
路
樹
が
植
栽
さ
れ
、
工

業
団
地
内
に
は
３
カ
所
の
公
園
緑
地
が
設
け
ら
れ

て
、市
民
の
憩
い
の
場
と
も
な
って
い
ま
す
。
ま
た
、

立
地
企
業
の
総
意
に
基
づ
い
た
環
境
保
全
等
に
か

か
わ
る
自
主
協
定
書
を
策
定
し
、
全
企
業
を
挙

げ
て
、
日
常
的
に
良
好
な
環
境
の
保

持
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

管
理
に
当
た
る
（
一
般
社
団
）

清
原
工
業
団
地
総
合
管
理
協
会
が

入
居
す
る
管
理
セ
ン
タ
ー
に
は
、
診

療
所
、郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
、Ａ
Ｔ
Ｍ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
体
育
館
、
会
議
室

な
ど
が
併
設
さ
れ
、
団
地
内
で
働

く
人
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
人
た

ち
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
に
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
充
実

し
て
お
り
、
野
球
場
、サ
ッ
カ
ー
場
、

体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
含
め
て
各
種
大
会
の
メ
ー
ン
会
場

と
な
って
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
被
害
を
受
け
た
企
業
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
手
企
業
だ

け
に
立
ち
直
り
は
早
く
、
現
在
は
支
障
な
く
操

業
し
て
い
ま
す
。
計
画
停
電
や
節
電
に
も
各
企

業
と
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

管
理
協
会
は
各
企
業
か
ら
人
材
が
出
て
、
環

境
保
全
、
安
全
衛
生
、
交
通
対
策
、
福
利
厚
生
、

小
集
団
活
動
の
各
委
員
会
を
構
成
。
そ
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
救
命
の
研
修
会
や
団
地
内
一
斉

清
掃
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
地
域
の
中

学
校
へ
の
交
通
安
全
用
品
の
寄
贈
、
地
域
自
治

会
と
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
地
域
住
民
と
の

ふ
れ
合
い
も
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
同

士
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
通
じ
た
交
流
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

主要道路沿いにある清原工業団地の案内看板

開
発
時
は
国
内
最
大
規
模

し
っ
か
り
し
た
管
理
体
制

環
境
保
全
に
力
を
入
れ
る

Kiyohara Industrial com
plex

（出荷額は平成21年栃木県工業統計調査による）

所在地

事業主体

団地管理組合

総面積

出荷額

工場用地面積

事業所数

従業員数

清原工業団地の概要

分譲開始時期～
完了時期

宇都宮市清原工業団地

宇都宮市街地開発組合

3,876,292㎡

89,033,665万円

2,647,726㎡

36

11,924人

（一般社団）清原工業団地
総合管理協会

昭和49年～
昭和63年
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特集 1 工業都市・宇都宮を支える３つの工業団地宇都宮の工業団地

空から見た
清原工業団地



戸
田
氏
と
宇
都
宮
宿
の
繁
栄

戸
田
氏
の
墓
所（
英
巌
寺
跡
。花
房
本
町
2
）

写真上／本陣跡のイチョウ（伝馬町）
写真下／鈴木源之丞の供養碑（御田長島町）

奥
平
隼は

や
と
も
り
お

人
守
雄
が
口
論
か
ら
刃に

ん
じ
ょ
う傷

沙
汰
と
な
り
、

や
が
て
世
に
い
う
「
浄じ

ょ
う
る
り
ざ
か

瑠
璃
坂
の
仇あ

だ
う討
ち
事
件
」

の
発
端
と
な
っ
た
。
興
禅
寺
境
内
に
「
奥
平
内

藏
允
正
輝
の
墓
」
が
あ
る
。

  

奥
平
昌ま

さ
よ
し能
と
入
れ
替
わ
り
に
、
山
形
か
ら
松

平
忠た

だ
ひ
ろ弘

が
入
部
し
、
在
城
一
三
年
の
間
に
、
材

木
町
口
・
伝
馬
町
口
・
鼠ね

ず
み
あ
な穴
口
な
ど
が
開
か
れ
た
。

鼠
穴
は
宇
都
宮
城
の
北
西
側
に
位
置
し
、
表
通

り
の
池
上
町
を
通
ら
な
い
で
、
広
小
路
か
ら
伝

馬
町
に
抜
け
る
細
い
南
裏
道
で
あ
る
。
こ
の
裏
道

通
り
に
面
し
て
町
同
心
の
屋
敷
が
並
ん
で
い
た
。

  

松
平
忠
弘
の
あ
と
も
、
本
多
忠た

だ
や
す泰

、
奥
平

昌ま
さ
あ
き章
・
奥
平
昌ま

さ
し
げ成
、
阿
部
正ま

さ
く
に邦
と
頻
繁
に
城
主

替
え
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

  

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
八
月
、
阿
部
正
邦
に

代
わ
っ
て
戸
田
忠た

だ
ざ
ね真
が
越
後
高
田
か
ら
入
部
し
た

（
第
一
次
戸
田
氏
）。
享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）

四
月
、
途
絶
え
て
い
た
日
光
社
参
が
六
八
年
ぶ
り

に
行
わ
れ
、
将
軍
吉よ

し
む
ね宗
は
往
復
と
も
宇
都
宮
城
の

二
の
丸
に
新
設
さ
れ
た
御ご

ざ
し
ょ

座
所
に
宿
泊
さ
れ
た
。

  

忠
真
の
あ
と
、
弟
忠た

だ
あ
き章
の
子
忠た

だ
み余
を
養
子
と

し
て
本
家
を
継
が
せ
、
忠
余
の
あ
と
は
忠た

だ
み
つ盈

が
相
続
し
た
が
、
わ
ず
か
在
城
三
年
弱
で
肥

前
島
原
に
転て

ん
ぽ
う封
し
、
入
れ
替
わ
り
に
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）、 

松
平
忠た

だ
ま
さ祇
が
宇
都
宮
城
に
入
部

し
た
。
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）、
忠
祇
は
家

督
を
弟
忠た

だ
ひ
ろ恕
に
譲
り
、
二
五
歳
で
隠
居
し
た
。

  

財
政
立
て
直
し
の
た
め
、
忠
恕
は
領
内
の
年
貢

増
収
を
は
か
っ
た
が
、
農
民
の
反
抗
に
あ
い
、
明
和

元
年
（
一
七
六
四
）
籾も

み
す
り
そ
う
ど
う

摺
騒
動
と
い
う
百
姓
一 

揆

が
起
こっ
た
。
農
民
の
要
求
は
通
っ
た
が
、
首
謀
者

と
目
さ
れ
た
名
主
鈴
木
源げ

ん
の
じ
ょ
う

之
丞
ら
を
処
刑
し
た
。

源
之
丞
の
供
養
碑
が
御み

た
な
が
し
ま

田
長
島
町
に
あ
る
。

  

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）、
松
平
忠
恕
は
島
原

に
転
封
と
な
り
、
代
わ
っ
て
島
原
よ
り
戸
田
氏
が

再
入
部
し
（
第
二
次
戸
田
氏
）、
以
後
よ
う
や
く

廃
藩
置
県
ま
で
九
〇
年
以
上
、
安
定
し
た
戸
田

氏
の
領
国
支
配
が
続
い
た
。

　

宇
都
宮
復
帰
を
果
た
し
た
忠た

だ
と
う寛
は
、
幕
府
の

要
職
に
就
く
た
め
、
将
軍
家い

え
は
る治
の
日
光
社
参
の
さ

い
、
巨
費
を
投
じ
て
接
待
し
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て

寺
社
奉
行
・
大
坂
城
代
・
京
都
所
司
代
な
ど
に

昇
進
し
た
。

  

忠
寛
の
あ
と
忠た

だ
な
か翰
が
家
督
を
相
続
し
た
が
、

凶
作
や
押
切
町
の
大
火
災
な
ど
に
よ
っ
て
財
政
難

に
苦
し
ん
だ
。
忠
翰
の
あ
と
忠た

だ
の
ぶ延

・
忠た

だ
は
る温

が
城

主
と
な
っ
た
。
忠
温
の
と
き
、
領
内
に
災
害
が
相

次
ぎ
、
そ
の
上
、
天
保
一四
年
（
一
八
四
三
）
将

軍
家い

え
よ
し慶
の
日
光
社
参
な
ど
に
よ
っ
て
出
費
が
重
な

り
、
財
政
難
に
苛さ

い
な

ま
れ
た
。

  

忠
温
の
あ
と
、
子
の
忠た

だ
あ
き明

が
家
督
を
継
ぐ
と
、

領
内
の
年
貢
増
収
の
た
め
荒
地
開
墾
を
奨
励
し

た
の
で
、
菊
池
教き

ょ
う
ち
ゅ
う

中
は
鬼
怒
川
沿
岸
の
岡
本
新

田
・
桑
島
新
田
の
開
発
を
行
っ
た
。

  

幕
末
に
戸
田
氏
は
、
幼
い
城
主
忠
明
・
忠た

だ
ゆ
き恕
と

二
代
続
く
な
か
、
宇
都
宮
藩
の
柱
と
な
っ
た
の
が

家
老
間ま

せ瀬
忠た

だ
ゆ
き至
で
あ
っ
た
。
忠
恕
は
勤き

ん
の
う王
の
志

深
く
、
山
陵
（
御
陵
）
修
復
や
戊
辰
戦
争
に
尽

力
し
た
が
二
二
歳
で
没
し
た
。

  

忠
恕
の
あ
と
忠
友
が
家
督
を
相
続
し
、
戊
辰

戦
争
後
の
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
宇
都
宮
藩

知
事
と
な
る
が
、
同
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩

置
県
に
と
も
な
い
官
職
を
解
か
れ
、
戸
田
氏
の

時
代
は
幕
を
閉
じ
た
。

  

な
お
、
江
戸
時
代
中
ご
ろ
か
ら
明
治
維
新
ま
で

の
戸
田
氏
の
墓
所
英え

い
が
ん
じ
あ
と

巌
寺
跡（
市
史
跡
）
は
、
花

房
本
町
二
丁
目
に
あ
る
。

  

宇
都
宮
宿
は
、
日
光
街
道
の
江
戸
か
ら
一
七

宿
目
に
あ
た
り
、
日
光
街
道
と
重

な
っ
て
き
た
奥
州
街
道
は
伝
馬
町
で

分
岐
し
た
の
で
、
宇
都
宮
は
追お

い
わ
け分

の
宿
場
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
た
。
と
く
に
参
勤
交
代
の
奥

州
諸
大
名
や
将
軍
一
行
の
日
光
社

参
、一 

般
庶
民
の
通
行
な
ど
、
交
通

の
要
衝
と
し
て
賑
わ
っ
た
の
で
、
日

光
・
奥
州
両
街
道
の
各
宿
場
に
常

置
さ
れ
る
人
馬
は
、
人
足
二
五
人
・

馬
二
五
疋ひ

き

と
さ
れ
た
が
、
宇
都
宮
宿

は
特
例
と
し
て
人
足
一
〇
〇
人
・
馬

一
〇
〇
疋
の
多
数
が
常
備
さ
れ
た
。

  

宇
都
宮
宿
は
、
城
主
戸
田
忠た

だ
は
る温

時
代
の
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）

当
時
、
宿
内
の
家
数
一
二
一
九
軒
、

人
口
六
四
五
七
人
で
あ
っ
た
が
、
宿

の
中
心
は
伝
馬
町
・
小
伝
馬
町
（
現

奥平内蔵允正輝の墓（興禅寺境内）

泉
町
）・
池
上
町
で
、
伝
馬
町
と
池
上
町

に
本
陣
、
伝
馬
町
に
脇
本
陣
が
あ
り
、

旅
籠
屋
は
四
二
軒
あ
っ
た
。
ま
た
、
人

馬
の
継
ぎ
立
て
な
ど
を
行
う
問と

い

や

ば

屋
場
と
、

日
光
街
道
を
往
来
す
る
荷に

だ駄
の
重
量
を

検
査
す
る
幕
府
の
貫か

ん
め
あ
ら
た
め
じ
ょ

目
改
所
が
伝
馬
町

に
あ
っ
た
。
ほ
か
に
小
間
物
屋
・
造
酒

屋
・
八
百
屋
・
足
袋
屋
・
仕
立
屋
な
ど
が

店
を
並
べ
、
戸
田
氏
が
支
配
し
た
こ
ろ
、

伝
馬
町
か
ら
池
上
町
に
か
け
た
一
帯
は
、

宇
都
宮
城
下
で
最
も
賑
や
か
な
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
で
は
わ
ず
か
に
本

陣
の
屋
敷
内
に
あ
っ
た
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木

が
、
ビ
ル
の
谷
間
に
当
時
の
面
影
を
伝
え

て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
付
近
一
帯
の
街
並
み

は
大
き
く
変
貌
し
て
し
ま
っ
た
。　
　

戸田氏の略系図

忠
昌

忠
真

喬
知

忠
章

日
向
寺 

能
登
寺

山
城
寺

（
宇
都
宮
城
主
）

忠
余

日
向
寺 

越
前
寺

（
宇
都
宮
城
主 

    

忠
章
の
嫡
男
）

忠
余

忠
盈

喬
求

忠
寛

忠
舜

忠
孝

忠
至

忠
温

忠
寛

忠
翰

忠
延

忠
明

忠
文

忠
恕

忠
恕

忠
友

忠
庸

寧豊倍
忠
慎曠清

忠
温

（
間
瀬
和
三
郎
）

（
綏
之
助
）

67 November  2011

戸
田
氏
以
前
の

頻
繁
な
城
主
交
替

戸
田
氏
の

宇
都
宮
領
国
支
配　

   

宇
都
宮
宿
の
繁
栄

  

元
和
八
年
（
一
六
二
二
）、
本
多
正
純
の
改
易

に
と
も
な
い
、
奥
平
忠た

だ
ま
さ昌

が
古
河
か
ら
再
び
宇

都
宮
城
主
と
し
て
戻
り
、寛
文
八
年（
一
六
六
八
）

二
月
ま
で
の
四
六
年
間
、
宇
都
宮
城
主
と
し
て

は
も
っ
と
も
長
く
在
城
し
た
。
同
年
三
月
二
日
、

興
禅
寺
（
現
今
泉
三
丁
目
）
で
忠
昌
の
法
要
が

行
わ
れ
た
際
、
家
老
奥
平
内く

ら
の
す
け

藏
允
正ま

さ
て
る輝

と
同

戸
田
氏
と

宇
都
宮
宿
の
繁
栄

特集 2

宇
都
宮
の

歴
史
を

訪
ね
て
⑤

現
在
の
宇
都
宮
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て

成
立
し
て
き
た
か

　宇都宮は江戸の北を守る重要な
位置を占め、代々譜代大名が置か
れた。また、日光・奥州街道が分岐
する追分の宿場、そして人と物が
行きかう交通の要衝として賑わっ
た。今も宿場町の面影を残す伝馬
町の町名が残る。

栃木県考古学会顧問 塙  静夫

宇都宮宿の中心だった伝馬町・池上町付近
（江戸時代末期の復元図）

延命院延命院宝勝寺宝勝寺
真福寺真福寺

大運寺大運寺

正行寺正行寺

小伝馬町小伝馬町

本 

陣
本 

陣

池上裏町池上裏町

伝馬町木戸伝馬町木戸
ネズミ穴ネズミ穴

町同心屋敷町同心屋敷

町
年
寄

町
年
寄

泉町泉町

餌　差　町餌　差　町

釜川釜川

新  石  町新  石  町 伝  馬  町伝  馬  町 池  上  町池  上  町 朝日坂朝日坂

材木横町材木横町

木 

町
木 

町

貫
目
改
所

貫
目
改
所

本 

郷 

町

本 

郷 

町

日 

光 

街 

道

日 

光 

街 

道

県
道
東
武
宇
都
宮（
停
線
）

県
道
東
武
宇
都
宮（
停
線
）

高札高札

特集2

宇
都
宮
の
歴
史
を
訪
ね
て
⑤
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青
年
部
会
員
随
時
募
集
中
！

青
年
部
だ
よ
り

広
域
事
業
講
演
会
に
参
加

女
性
部
だ
よ
り

　

栃
木
県
内
商
工
会
議
所
女
性
会

等
広
域
事
業
講
演
会（
主
催
：
当

所
女
性
部
、
大
田
原
商
工
会
議
所

女
性
部
が
10
月
３
日（
月
）、
那
須

与
一
伝
承
館（
道
の
駅
那
須
与
一
の

郷
内
）で
開
催
さ
れ
、
17
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
常
任
理
事
や
仙
台
商

工
会
議
所
女
性
会
会
長
ほ
か
多
数

の
要
職
を
務
め
ら
れ
て
い
る「
㈲
ひ

ら
が（
化
粧
品
販
売
）」代
表
取
締
役

の
平
賀
ノ
ブ
氏
で
し
た
。

　

演
題
は「
今
を
生
き
る
。
ガ
ン
バ

レ
女
性
経
営
者
た
ち
」で
、
近
年
の

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
中
、
変

　

い
っ
し
ょ
に
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

自
分
た
ち
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
、
そ
し
て
宇
都
宮
の
さ
ら
な
る

活
性
化
の
た
め
に
、
日
々
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
、
青
年
部
で
は
次
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

●
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
全
国

大
会
現
地
視
察
対
応（
平
成
25
年

度
に
と
ち
ぎ
宇
都
宮
大
会
の
開

催
が
決
定
）

●
鹿
島
田  

千
帆
氏（
レ
デ
ィ
オ
ベ

リ
ー　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
）の
講
演
会
P
R

●

中
心
市
街
地
活
性
化
例
会

「
B
A
N
B
A 

D
E 

N
I
G
H
T 

L
a
t
i
n 

a
n
d 

S
o
u
l 

N
i
g
h
t
s
」へ
の
参
加
・
P
R

●
う
つ
の
み
や
親
善
大
使
の
決
定

（
現
在
、
活
躍
し
て
い
ま
す
）。

革
を
恐
れ
ず
継
続
す
る
力
・
女
性
の

力
で
変
え
る
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
を
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
話
の
中
で
、
売
上
げ
が
伸
び
ず

に
悩
ん
で
い
る
方
は
経
営
を
始
め
た

時
の
初
心
に
帰
る
こ
と
、
そ
し
て
自

分
の
お
店
を
外
か
ら
眺
め
る
こ
と
、

お
客
様
の
目
線
に
立
っ
た
お
店
づ
く

り
を
行
い
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、
経
営
に
あ
た
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

講
師
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
仙
台
市

は
、
大
企
業
の
支
店
が
た
く
さ
ん
あ

る
言
わ
ば
支
店
経
済
で
、
会
社
を
起

こ
し
た
当
初
は
、
銀
行
を
は
じ
め
多

く
の
企
業
の
支
店
に
、
何
度
も
訪
問

し
た
そ
う
で
す
。

　

種
を
ま
い
た
分
花
は
咲
き
、
本
当

に
一
生
懸
命
の
人
が
信
用
さ
れ
る
、

人
の
話
は
良
く
聞
く
こ
と
、
情
報
は

動
い
た
人
に
し
か
入
っ
て
こ
な
い
こ

と
な
ど
、
具
体
的
な
事
例
を
交
え
て

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
お
話
を
お
聞
き
し
、
経
営
者

や
リ
ー
ダ
ー
の
考
え
方
お
よ
び
行
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
大
変
勉
強
に

な
っ
た
の
と
同
時
に
、
元
気
を
い
た

だ
く
こ
と
も
で
き
、
大
変
有
意
義
な

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
門
節
子
）

●
広
報
紙「
Ｙ
Ｅ
Ｇ　

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
」の

発
行

●

前
橋
商
工
会
議
所
青
年
部
主
催

「
第
一
次
ご
当
地
グ
ル
メ
合
戦
」へ

の
参
加（
連
携
事
業
）

●
も
っ
た
い
な
い
フ
ェ
ア
や
宮
の
市

（
商
業
祭
）等
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展

●
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
映
像
製
作
放
映

　

 

　

ま
た
、
11
月
15
日
に
は
山
形
屋
グ

ル
ー
プ
会
長 

佐
藤
フ
ジ
エ
氏
に
よ
る

会
員
研
修
の
講
演
会
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

　

宇
都
宮
の
発
展
の
た
め
に
、
私
た

ち
と
と
も
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
総
務
広
報
委
員
会
委
員
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

坂
本
英
典
）

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

東野交通㈱　
取締役社長

伊藤　克俊氏
（平成23年10月14日付）

東野交通㈱　
取締役社長

半田　芳正氏

議員

議員職務執行者が
変更しましたので、
お知らせします。

　

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】  

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

【
場
所
】  

ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

（
宇
都
宮
市
上
大
曽
町
４
９
２-

１
）

【
費
用
】  

２
千
円

【
申
込
】 

12
月
6
日（
火
）ま
で
に
会

費
を
添
え
て
担
当
部
署
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

広域事業講演会に参加したメンバーたち

前回の新年賀詞交歓会風景

恒
例
の「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」で

仕
事
始
め
を
！

2
0
1
2
年
版
パ
ー
ト
ナ
ー
を
発
行
！

新
年
賀
詞
交
歓
会

パ
ー
ト
ナ
ー
発
行 申込・問合せ

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

宇
都
宮
市
産
業
政
策
課

☎
6
3
2-
2
4
4
2

　

来
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
手
帳「
パ
ー
ト

ナ
ー
2
0
1
2
」は
、
会
報「
天
地

人
」12
月
号
に
同
封
し
て
お
届
け
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

国
の
資
金
で
企
業
経
営
を
力
強
く
支
援
し
ま
す
！

「
金
融
相
談
日
」（
一
日
公
庫
）

　

当
所
で
は
中
小
企
業
の
資
金
繰

り
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本
政
策

金
融
公
庫
の
協
力
に
よ
り「
金
融
相

談
日
」（
一
日
公
庫
）を
開
催
し
ま
す
。

　

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
貸
付

（
マ
ル
経
）以
外
の
日
本
政
策
金
融

公
庫（
国
民
生
活
事
業
）の
融
資
制

度
に
つ
い
て
、
当
日
必
要
書
類（
決

算
書
・
確
定
申
告
書
２
期
分
、
見

積
書
、
開
業
計
画
書
な
ど
）を
ご

持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、
原
則
と
し

て
即
日
融
資
可
否
の
判
断
を
し
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】

11
月
24
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
会
場
】

当
所
会
議
室

【
相
談
員
】

日
本
政
策
金
融
公
庫
宇
都
宮
支
店

融
資
担
当
者

【
内
容
】運
転
資
金
、
設
備
資
金
に
関

す
る
相
談

①
原
材
料
・
商
品
仕
入
れ
資
金
な
ど

②
店
舗
・
機
械
設
備
に
必
要
な
資
金

③
開
業
の
た
め
の
資
金　

な
ど

【
申
込
】

ス
ム
ー
ズ
な
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

事
前
に
相
談
時
間
の
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
締
切
】11
月
21
日（
月
）
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宇
都
宮
市
の
中
心
商
業
地
に
出
店
す
る
と
、

補
助
が
受
け
ら
れ
る
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金

　

中
心
商
業
地
新
規
出

店
促
進
事
業
に
よ
る
補

助
金
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
？  

こ
の
制
度
は
、

宇
都
宮
市
の
中
心
商
業

地
に
あ
る
条
件
を
満
た

し
た
賃
貸
物
件
お
よ
び

大
谷
石
蔵
に
新
規
出
店

し
、
補
助
金
受
給
資
格

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、

内
装
改
装
費
や
家
賃
な

ど
一
部
費
用
に
対
し
て

補
助
が
受
け
ら
れ
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
店
を

計
画
さ
れ
て
い
る
方
、

詳
細
を
聞
き
た
い
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

h
ttp

://w
w

w
.u

-cci.
o

r.jp
/fin

a
n

c
e

/
sinkisyutten.htm

l

宇
都
宮
市
商
工
振
興
課

☎
6
3
2-

2
4
3
4

問合せ
地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム
の

加
盟
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム

　

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム
は
、
店

舗
ご
と
に
共
通
駐
車
券
を
ご
購
入

い
た
だ
き
、
お
買
い
物
や
ご
飲
食

な
ど
を
さ
れ
た
お
客
様
に
券
を
お

渡
し
し
て
、
お
客
様
の
駐
車
料
金

に
ご
利
用
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

共
通
駐
車
券
の
種
類
は
1
0
0

円
券
と
1
5
0
円
券
で
、
一
冊（
20

枚
つ
づ
り
）か
ら
の
販
売
と
な
り
ま

す
。

　

中
心
部
で
の
お
買
い
物
な
ど
に

便
利
な
シ
ス
テ
ム
加
盟
駐
車
場
で
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
加
盟
駐
車
場
も
あ
わ
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

加
盟
店
舗
お
よ
び
加
盟
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.u

-c
c

i.o
r.jp

/
kassei/index.htm

l

宇
都
宮
市
中
心
商
店
街
連
合
会

（
地
域
振
興
部
内
）

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

システム加盟駐車場

店 舗

料金システムの流れ

車
を
停
め
る

駐
車
券
を

使
い
値
引
き

駐
車
券
を

渡
す

お
買
物

お客様

Let's Try
試験には、こんな問題がでます！

①ブドウ 　②ミカン　 

③モモ 　④リンゴ

宇都宮市北西部で栽培
が

　　 盛んな果物は何で
しょうか

二荒山神社は別名、
        何と呼ばれてい

ましたか

正解は、下にあります

正解Q1.④リンゴ　Q2.③宇都宮大明神　Q3.③5種13分別

Q1

Q2

①宇都宮大魔神 ②宇都宮大黒天

③宇都宮大明神 ④宇都宮毘沙門天

宇都宮市のごみの
          分別は何通り

Q3

①3種6分別 ②4種8分別

③5種13分別 ④6種12分別

？

？

？

A

A

第
６
回「
宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験
」受
験
申
込
受
付
中
！

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験

　

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
を
、

以
下
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
は
、

宇
都
宮
に
関
す
る
歴
史
、
文
化
、
自

然
、
観
光
、
暮
ら
し
、
餃
子
・
カ
ク

テ
ル
・
ジ
ャ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
検
定
で
す
。

　

宇
都
宮
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

来
訪
者
に
宇
都
宮
の
魅
力
を
紹
介

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
お
も

て
な
し
の
基
礎
能
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
も
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
受
験
料
】

一
般 

…
…
…
…
…
…　

１
０
０
０
円

高
校
生
以
下 

…
…
…
…　
５
０
０
円

【
申
込
方
法
】

申
込
書
は
当
所
お
よ
び
宇
都
宮
市

役
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
受
験
料
を
添
え
て

当
所
窓
口
ま
た
は
郵
送
（
現
金
書

留
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
郵
送
先
〉

〒
3
2
0-

0
8
0
6

宇
都
宮
市
中
央
３-

１-

４

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

地
域
振
興
部

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験 

担
当
宛

【
申
込
締
切
】
12
月
26
日（
月
）

【
受
験
者
特
典
】

平
成
24
年
１
月
22
日（
日
）の
試
験

終
了
後
、
う
つ
の
み
や
シ
テ
ィ
ガ

イ
ド
協
会
に
よ
る
「
ま
ち
あ
る
き
」

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
宇
都
宮

の
歴
史
を
ガ
イ
ド
の
案
内
で
巡
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

詳
し
く
は
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp

://w
w

w
.u

-cci.o
r.jp

/
m

onoshiri/index.htm
l

（
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
最
新

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

【
日
時
】

平
成
24
年
１
月
22
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
90
分
）

【
会
場
】

宇
都
宮
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
10
階

大
会
議
室
（
宇
都
宮
市
中
央
１
丁
目

１
番
15
号
）

【
出
題
範
囲
】

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
問
題
集
２
５
０
」、「
過
去
問
題
」

な
ど
か
ら
80
％
程
度
、
そ
の
他
時
事

問
題
か
ら
併
せ
て
出
題
し
ま
す
。
四

者
択
一
試
験
。
問
題
数
１
０
０
問
、

80
点
以
上
で
合
格
と
な
り
ま
す
。

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

宮のもの知り達人検定試験公式ホームページ



1213 November 2011

６
月
２１
日
～
１０
月
５
日
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○㈱佐藤海苔
宇都宮市大曽 2-7-18
☎662-8704
業務内容／卸売業（乾物）

○㈲共心内装工業
宇都宮市下砥上町 874-4
☎658-3020
業務内容／ 内装工事業

○㈱３３グループ
宇都宮市上戸祭町 351-7
☎622-0024
業務内容／小売業（太陽光発電システムなど）

○㈲賀川保険事務所
宇都宮市東宿郷 2-16-8 103
☎651-3305
業務内容／ 保険代理業（損害保険、生命保険）

○押久保政彦国際商標特許事務所
宇都宮市野沢町 372-14
☎666-1230
業務内容／ 弁理士（知財経営コンサルティング）

○粉の壷
宇都宮市西 1-4-7
☎680-5689
業務内容／ 飲食業（たこ焼、お好み焼など）

○シェルター
宇都宮駅前通り 3-1-5 B1F
☎653-5454
業務内容／ スポーツジム（ロッククライミングジム）

○㈱デザインオフィス・スイッチ
　宇都宮市菊水町6-22

☎601-4144
業務内容／設計デザイン施工業

○Ａ&Ｍ㈱
宇都宮市上戸祭町 3015-20
☎678-5967
業務内容／弁当・仕出し製造販売

○土沢整骨院
宇都宮市峰町 258-55
☎632-6166
業務内容／整骨院

○ＣｏＣｏ Ｓｗｅｅｔ Ｃａfé
宇都宮市池上町 4-4
☎672-3070
業務内容／飲食業（タピオカドリンク、軽食）

○一般社団法人 地域サポーター
　ダンクの会（みや・じぇんぬ食堂）

宇都宮市伝馬町 10-20
☎666-4862
業務内容／飲食業 ( 和食・洋食 )

○グローバルスカイライフ㈱
宇都宮市大通り 2-4-7 2F
☎ 616-3571
業務内容／保険代理業（損害保険・生命保険）

○㈱Ｌａｎｄ Ａｒｔ
宇都宮市六道町 14-19
☎651-3080
業務内容／設計デザイン施工業

○田仲Ｒ＆Ｄ技術事務所
宇都宮市簗瀬 1-39-9 3F
☎634-3021
業務内容／技術士・技術士コンサルタント業

（製造業コンサルティング）

○栃木県央経営労務管理事務所
宇都宮市松原 2-3-21
☎627-2036
業務内容／ 社会保険労務士

○㈱ハート＆ベリー
宇都宮市下栗町 1305
☎601-8215
業務内容／食料品小売業

（いちご、いちご系スイーツなど）

○橋本技術コンサルタント
宇都宮市上野町 6086-2
☎664-2376
業務内容／ 電気管理業

○チーズ専門店 ラヴェドン
宇都宮市清住 3-1-13
☎050-1158-1445
業務内容／ 小売業（チーズ、チーズ菓子）

○デイリーヤマザキ宇都宮店
宇都宮市駅前通り 3-9-14 1F
☎632-7543
業務内容／ コンビニエンスストア

○クリティカル㈱
宇都宮市上御田町 223
☎655-8111
業務内容／ ハウスクリーニング

○㈱ラナ商会トレーディング
　宇都宮市城南3-2-24

 業務内容／中古品売買輸出入業
 ( 中古自動車、中古自動車部品など )

○特定非営利活動法人 痛み緩和センター
宇都宮市馬場通り 2-3-12 4F
☎638-8721
業務内容／疼痛緩和ケア

○㈱イイノホーム
宇都宮市屋板町 487-3
☎656-1323
業務内容／建築業

○㈳栃木県不動産鑑定士協会
宇都宮市東宿郷 4-2-20 5F B 号
☎639-0556
業務内容／同業団体

○オリオンスポーツクラブ
宇都宮市御幸町 294-2
☎689-0707
業務内容／体操教室

○インシュアランスオフィスＲＫ
宇都宮市伝馬町 2-19 203
☎ 678-2088
業務内容／保険代理業（生命保険）

○ジュエリーショップＮＡ́ｓ
宇都宮市越戸町 114-24
☎663-2732
業務内容／貴金属製品小売業

○㈲鴻菱運輸
宇都宮市野沢町 387-31
☎666-1945
業務内容／運送業

○㈱日豊
宇都宮市南大通り 1-7-8
☎680-4448
業務内容／ 測量設計業（測量全般）

○デイリーヤマザキ宇都宮江野町店
宇都宮市江野町 7-14 東谷ビル 1F
☎632-6039
業務内容／コンビニエンスストア

○社会福祉法人 江曽島明愛会
宇都宮市江曽島町 1218-2
☎645-7005
業務内容／ デイサービス、居宅支援

○田村そろばん教室
上三川町下蒲生 740-3
☎0285-56-0082
業務内容／そろばん教室

○㈲ライフサポート・ウエノ
益子町塙 3548-9
☎0285-70-1616
業務内容／ 建築業

○㈲タテノビルサービス
宇都宮市宿郷 2-1-8 2FD
☎638-3296
業務内容／ 清掃業

（一般住宅、アパート、ビル清掃）

○社会福祉法人 共生会
　宇都宮市上籠谷町3564-2

☎666-7050
業務内容／デイケアサービス

○㈱三協テック北関東
宇都宮市吉野 1-1-1
☎634-8783
業務内容／卸売業（サッシ、窓枠）

○半田マーケティングデザイン事務所
宇都宮市陽東 1-15-12
☎662-9443
業務内容／経営コンサルタント

○㈱総研
宇都宮市小幡 2-4-5
☎622-9912
業務内容／総合技術サービス業

（不動産鑑定、補償積算、測量設計など）

○㈲メイジン
塩谷町肘内 561-8
☎0287-41-3020
業務内容／運送業（一般貨物）

○小島公認会計士事務所
宇都宮市みどり野町 25-15
☎654-0345
業務内容／公認会計士

○関根則次公認会計士事務所
宇都宮市下戸祭 2-3-26
☎627-3667
業務内容／公認会計士

○㈱野口保険商社
宇都宮市鶴田町 1610-5
☎ 648-8471
業務内容／保険代理業（生命保険・損害保険）

○ぺだる小僧
宇都宮市新町 2-7-6
☎678-2423
業務内容／自転車販売修理業

（自転車、ウェア、パーツ類など）

（平成23年6月21日～ 10月5日加入分　順不同・敬称略）  ※公開不可の事業所は掲載していませんのでご了承ください。

新
入
会
員
の
紹
介

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 12月13日  午後１時30分〜4時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
             従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日） 
　知的財産権相談（毎月第3金曜日）
日　時	 11月18日、12月２日  午後１時30分〜4時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部

■産学交流カフェ（毎月第3火曜日）
日　時	 11月15日 午後１時30分〜4時30分
内　容	 産学連携に関すること
相談員	 宇都宮大学准教授、コーディネーター等	
問合せ	 地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士
問合せ　経営支援部

■個人情報保護法対策相談

内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など

受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント
問合せ	 総務部

無料の専門相談です。各分野の専門家が、あなたの相談に応じます。 会場  法律・発明相談・産学交流カフェは
　　  宇都宮商工会議所  ☎637-3131

専 門 相 談

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

加
工
食
品・和
日
配・菓
子
等
の
商
談
会
の

エ
ン
ト
リ
ー
企
業
を
募
集
し
ま
す
！

第
８
回
ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市
（
商
業
版
）

　

東
京
商
工
会
議
所
等
が
主
催
す

る
本
商
談
会
は
、
バ
イ
ヤ
ー
企
業

参
加
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

商
談
会
で
す
。
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
流
通
業
界
対
象
の
専

門
展「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト

レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」内
に
商
談
会
会
場

を
設
置
し
、
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
・

量
販
店
・
通
販
会
社
な
ど
の
食
品

バ
イ
ヤ
ー
と
の
個
別
面
談
を
実
施

し
ま
す
。

〈
募
集
概
要
〉

【
開
催
日
時
】　

平
成
24
年
２
月
３
日（
金
）

※
時
間
帯
は
バ
イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
結
果
に
よ
り
個
別
に
決
定

【
場
所
】　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

（
東
京
都
江
東
区
有
明
）

【
商
談
対
象
品
目
】　

加
工
食
品
・
和
日
配
・
菓
子
等

【
主
催
】　

東
京
商
工
会
議
所
、(

社)

日
本
セ
ル

フ
・
サ
ー
ビ
ス
協
会

【
参
加
バ
イ
ヤ
ー
】　

百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
・
量
販
店
・

専
門
店
か
ら
約
30
人

【
参
加
資
格
】　

商
談
対
象
品
目
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

の
あ
る
商
材
を
提
案
で
き
る
企
業
等

【
募
集
企
業
数
】　

１
５
０
社

【
エ
ン
ト
リ
ー
】

 

無
料（
カ
タ
ロ
グ
掲
載
）

【
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
提
出
締
切
】　

11
月
16
日（
水
）

【
参
加
費
】　

バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
指
名
に
よ
り
成
立

し
た
商
談
件
数
に
応
じ
て
、
参
加
費

を
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
商
工
会
議
所
会
員  

2
千
円
／
件

◎
そ
の
他
企
業 　
　

 
4
千
円
／
件

※
成
約
時
の
手
数
料
等
は
無
料

【
そ
の
他
】　

商
談
順
番
は
、
バ
イ
ヤ
ー
企
業
が
決

め
ま
す
。
商
談
の
申
し
込
み
が
集
中

し
た
場
合
、
商
談
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】　

詳
細
お
よ
び
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.to

kyo
-cci.o

r.jp
/

bizkoryu/shoudan/

東
京
商
工
会
議
所

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
0
3-

3
2
8
3-

7
8
0
4



商工会議所共済制度
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マ
ル
経
融
資
は
、
宇
都
宮
市
内
で

1
年
以
上
事
業
を
営
み
、
商
工
会

議
所
の
経
営
指
導
を
6
カ
月
以
上
受

け
、
事
業
の
改
善
に
取
り
組
む
資
金

と
し
て
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
従
業
員
数
】小
売
・
卸
売
・
サ
ー
ビ

ス
業
は
5
人
以
下
、
製
造
業
・
そ
の

他
の
業
種
は
20
人
以
下

【
税
金
完
納
】

所
得
税
・
法
人
税
・
事
業
税
・
住
民

税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

【
融
資
限
度
額
】
1
5
0
0
万
円

【
返
済
期
間
】

運
転
資
金
7
年
以
内（
う
ち
据
置
期
間

1
年
以
内
）、設
備
資
金
10
年
以
内（
う

ち
据
置
2
年
以
内
）

【
金
利
】
1.
8
5
％

（
平
成
23
年
11
月
1
日
現
在
）

※
金
利
は
、
金
融
情
勢
に
よ
り
変
動
し
ま

す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保 

・ 

無
保
証
人
の
、国
の
融
資
制
度

　

こ
の
特
別
保
証
は
、
当
所
の
推
薦
に

よ
り
、
事
業
資
金
の
借
入
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上
営

み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
充
た
し
て
い
る

会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】
5
0
0
万
円
、
ま
た
は

平
均
月
商
の
3
倍
ま
で
の
い
ず
れ
か
少

な
い
額

※
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
の
範
囲
内

で
ご
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
返
済
方
法
】分
割
返
済

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
連
帯
保
証
人
】原
則
と
し
て
保
証
人
は

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証経

営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公
的
機
関

で
す
。

　

事
業
の
将
来
性
は
あ
る
が
、
財
務
上

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対

象
に
、
き
め
細
か
い
経
営
相
談
・
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
6
1
0- 

4
1
1
0

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

ご
相
談

第一次対応第二次対応

再
生
の
可
能
性
あ
り

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

再
生
（
改
善
）計
画
の

策
定
支
援

●	

専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

●	

計
画
に
基
づ
く
資
金
調
達
の
支
援

●	

計
画
の
進
捗
状
況
の
サ
ポ
ー
ト

市
内
金
融
機
関
、 

県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

会
員
企
業
限
定
の
特
別
融
資
制
度
で

す
。

　

当
所
会
員
で
、
会
費
を
完
納
し
て
お

り
、
各
種
税
金
の
滞
納
が
無
い
方
で
あ

れ
ば
、
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
金

利
や
手
数
料
な
ど
が
優
遇
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
提

携
金
融
機
関
ま
た
は
、
当
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン

市
内
の
10
金
融
機
関
と
提
携

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

提
携
金
融
機
関
と
会
員
メ
リ
ッ
ト

○足利銀行  ☎626-0526 
　手数料無料または金利0.2％優遇（商品により異なります）
○鹿沼相互信用金庫  ☎624-2251  会員向けオリジナル商品 
○烏山信用金庫  ☎636-6611  金利0.25％優遇 
○群馬銀行  ☎634-7181 
　金利0.2％優遇  審査結果を原則翌営業日に回答 
○商工中金  ☎633-8191  金利0.1％優遇　
○筑波銀行  ☎633-1361  会員向けオリジナル商品 
○栃木銀行  ☎633-1241  金利0.2％優遇 
○栃木信用金庫  ☎633-21 1 1  金利0.25％優遇 
○東日本銀行  ☎634-9131  会員向けオリジナル商品
○三菱東京UFJ銀行  ☎0120-250-587  手数料無料金利0.25％優遇

（注）風評被害や計画停電等の影響は、一般マル経が対象となります。 ※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

※風評被害や計画停電等については、対象となりません。

貸付限度 1,000万円（既存の一般マル経とは別枠）

貸付期間
（据置期間）

●運転資金：   7年以内（１年）
●設備資金： 10年以内（２年）

貸付利率

資金使途

担保等

●貸付日から当初３年間 0.95％ （平成23年11月1日現在）

●貸付日から３年経過後 1.85％

災害復旧のための設備資金および運転資金

無担保・無保証人

取扱期間 平成24年3月31日（公庫申込受付分）まで

貸付対象者

災害により直接または間接に被害を受け、被害証明書等を提出できる方
当所の小規模事業者再建支援方針等に沿って事業を行う方

常時使用する従業員が２０人以下
商業・サービス業の場合は５人以下の法人・個人事業主

市内で１年以上営業し、商工会議所の経営指導を６ヵ月以上受け
ている方
税金（所得税、法人税、事業税、市県民税）を原則として、全て完納
している方
その他、多少の制約があります

1

2

3

4

5

　東日本大震災により、直接被害または間
接被害を受けられた小規模事業者の皆さま
は、災害復旧のための設備資金および運転
資金を、無担保・無保証人で申し込むこと
ができる「災害マル経」を、既存の一般マル
経とは別枠で申し込みすることができます。
　詳細はお問い合わせください。

小規模事業者経営改善資金融資に係る震災特例

経営支援部   ☎637-3131問合せ

災害マル経

①
加
入
で
き
る
方

　

当
所
の
地
区
内
に
あ
る
事
業
所

は
、自
社
の
従
業
員
を
加
入
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、ご

加
入
で
き
る
従
業
員
は
満
15
歳
以

上
85
歳
未
満
に
限
り
ま
す
。

　

ま
た
、ご
加
入
の
際
は
全
従
業

員
を
加
入
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

②
加
入
で
き
な
い
方

　

事
業
主
、役
員（
使
用
人
兼
役
員

を
除
く
）ま
た
は
、事
業
主
と
生
計

を
一
に
す
る
親
族（
専
従
者
控
除
の

対
象
者
を
含
む
）は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

③
加
入
さ
せ
な
く
て
も
よ
い
方

　

期
間
を
定
め
て
雇
わ
れ
て
い
る

方
、試
用
期
間
中
の
方
、パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
よ
う
に
労
働
時
間
が
特

に
短
い
方
、非
常
勤
の
方
、季
節
的

　

退
職
金
の
積
立
は
、従
業
員
の

確
保
と
定
着
に
繋
が
り
、企
業
経

営
の
発
展
に
役
立
ち
ま
す
。

　

事
業
所
が
本
制
度
に
新
規
加
入

す
る
際
、以
前
か
ら
勤
務
し
て
い

る
従
業
員
に
つ
い
て
は
過
去
勤
務

期
間
の
通
算
が
で
き
ま
す
。

【
引
受
保
険
会
社
】

○
ア
ク
サ
生
命
保
険

☎
6
3
7-

7
6
7
0

○
エ
イ
ア
イ
ジ
ー
・
ス
タ
ー
生
命
保
険

☎
6
3
6-

5
4
4
2

な
仕
事
の
た
め
雇
わ
れ
て
い
る
方
、

求
職
中
の
方
は
、加
入
さ
せ
な
く
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

④
基
本
掛
金
月
額

　

従
業
員
一
人
に
つ
き
１
口
千
円

で
、最
高
30
口
３
万
円
ま
で
加
入
で

き
ま
す
。掛
け
金
は
全
額
事
業
主
負

担
で
す
。

⑤
掛
金
の
払
込
み

　

掛
金
は
、加
入
申
込
月
の
翌
月
か

ら
毎
月
22
日
に
、預
金
口
座
振
替
で

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
共
済
の
効
力
は
加
入
申
込
月
の

翌
々
月
1
日
か
ら
発
生
）

⑥
メ
リ
ッ
ト

　

掛
金
は
全
額
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
に
計
上
で
き
、給
与
扱
い
に
は

な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、従
業
員
へ
の

退
職
給
付
金
は
退
職
所
得
と
な
り
、

節
税
に
有
利
で
す
。

○
住
友
生
命
保
険

☎
6
2
2-

6
5
4
3

○
大
同
生
命
保
険

☎
6
2
2-

2
6
4
1

※
本
記
事
の
内
容
は
、特
定
退
職
金

共
済
の
一
部
を
記
載
し
た
も
の
で

す
。ご
加
入
に
あ
た
っ
て
は
、当
所

あ
て
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
請
求
い

た
だ
き
、必
ず
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

11
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替

日
は
、

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
準
備
い

11
月
22
日（
火
）

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

総
務
部 

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

特
定
退
職
金
共
済
制
度

従
業
員
の
退
職
金
制
度　

着
実
に
備
え
て
企
業
も
従
業
員
も
将
来
が
安
心
!!

【
特
長
】

①
営
利
を
目
的
と
し
な
い
の
で
、

掛
金
が
安
く
経
費
の
節
減
に
役
立

ち
ま
す
。

②
万
一
の
場
合
、事
業
再
建
の
一

助
と
な
る
よ
う
、早
い
共
済
金
の

支
払
い
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

③
協
同
組
合
組
織
で
す
か
ら
、剰
余

金
は
、利
用
分
量
配
当
金
な
ど
で
契

約
者
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

④
質
権
設
定
が
で
き
ま
す
。

火
災
共
済

栃
木
県
火
災
共
済
協
同
組
合
の
火
災
共
済
が

中
小
企
業
者
を
力
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

宇都宮商工会議所 総務部

※ご加入にあたっては当所
宛にパンフレットをご請求い
ただき、必ずご覧ください。



会員情報局

◎栃木県立博物館 ☎634-1311�
自然系テーマ展
「栃木県レッドリスト2011 だいじけ？故郷の自然」
2012年1月29日（日）まで
県内で絶滅の危惧がある野生動植物を、その危険度に応じランク
付け。リスト掲載の動植物の現状と要因を解説する。
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎643-0100
2011年5月30日（月）～2012年3月23日（金）まで、空調機
器および収蔵庫増設工事のため休館。レストラン、ミュージアム
ショップも利用できません。

◎栃木県立美術館 ☎621-3566
企画展「近代南画の雄　石川寒巌　絵に込められた魂」
12月25日（日）まで
黒羽出身の南画家石川寒巌の業績を、（一）修業時代、（二）南画
家としての一歩、（三）風景へのまなざし、（四）新たな展開、（五）
寒巌と交遊の画家たちの五部構成で、初期時代洋画を含めて約
130点を展示。
一般＝800円／大高生500円／中学生以下無料

1617 November  2011

「おもてなし日本一のまち宇都宮」を目指して

UTSUNOMIYA

OMOTENASHI
当

うつのみやシティガイド協会  会長   大貫   裕

協会は、平成１６年スタートの市観光ボランティア養成講座に参
加した１期・２期生が中心となり、平成１８年７月１日に誕生しました。

　設立当初は１４人だった会員も、現在は３９人となり、観光ボランティ
ア養成講座の実施、まちなか・大谷観光案内、宇都宮の自然を知って
いただく古賀志山ハイキングなどの案内を中心に、市内を訪れる観光客
の皆さまに宇都宮の素晴らしさを伝えるため、宇都宮を代表する顔として、
おもてなしの心を持って活動しているところです。
　宇都宮は知れば知るほど魅力のある “ま
ち” です。古い歴史と２度の大戦（戊辰の
役と第二次世界大戦）で “まち” が消滅し
ても不死鳥のように蘇り新しい歴史を作って
きました。
　古いものと新しいものがうまく混在する宇
都宮を、私たちガイドは、親切丁寧に紹介
していきたいと思っています。

うつのみやシティガイド協会

うつのみやシティガイド協会のメンバー
うつのみやシティガイド協会が
作成したパンフレット

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
有限会社  レザール広告事務所

☎600-3047 5600-3048
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

会員入会ご希望の方を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書を FAX で送信します。

　
総
務
部

　
☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

訪
ね
来
て
稲
刈
る
畦
に
待
た
さ
れ
る

干
し
柿
の
皺
も
程
よ
く
冬
に
入
る

程
ほ
ど
に
し
て
垣
根
越
し
仲
が
よ
い

〈
評
〉
村
中
に
湧
く
豊
作
の
声
。

〈
評
〉
軒
の
陽
射
し
の
影
も
早
や
早
や
。

〈
評
〉
諍い
さ
かい
も
な
き
顔
の
皺
皺
。

同
居
す
る
話
畳
の
部
屋
が
消
え

意
見
な
ど
言
う
ま
い
役
に
縛
ら
れ
る

菊
花
展
菊
人
形
の
人
だ
か
り

日
の
丸
を
出
す
と
う
れ
し
い
日
射
し
あ
り

閉
店
の
セ
ー
ル
悲
し
き
列
と
な
る

定
年
も
五
年
無
職
を
恥
と
せ
ず

夜
の
長
さ
妻
の
方
か
ら
口
を
利
き

伊
藤　
　

一

飯
塚　
　

藤

大
塚　

栄
子

宇
賀
神
規
子

松
本
寿
美
子

生
田
目
昭
夫

柳
岡　

睦
子

岡
田　

利
光

古
内
か
ほ
る

田
崎　

武
一

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
自
営
業
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
170
回
荒
井 

宗
明
選

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

国際貿易、
アクセサリー販売

（卸・小売）
業種 代表取締役  蔡 鈺鈴さん

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

　

癒
し
を
与
え
て
く
れ
る
パ
ワ
ー
ス

ト
ー
ン
を
使
っ
た
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ

サ
リ
ー
の
製
作（
ネ
ッ
ク
レ
ス
、ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
、ピ
ア
ス
な
ど
）や
、お
好
き
な
文

字
が
入
れ
ら
れ
る
扇
子
や
マ
イ
箸
セ
ッ
ト

が
好
評
で
す
。

　

美
し
い
天
然
石
が
並
ぶ
店
内
に
は
、海

外
直
輸
入
の
素
敵
な
開
運
グ
ッ
ツ
も
た

く
さ
ん
揃
え
て
あ
り
ま
す
。お
買
い
上
げ

の
お
客
様
に
は「
手
相
」「
人
相
」「
生
年

月
日
」な
ど
総
合
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈所在地〉
宇都宮市小幡１-１-33
佐久間ビル１Ｆ１号室
（宇都宮公証役場下）
46028-678-5678  

http://www.e-lin.co.jp

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用いたしません。

　

戦
国
史
や
江
戸
時
代
初
期
に
活
躍
し

た
と
さ
れ
る
、
有
名
な
武
将
・
文
人
た
ち

と
、
彼
ら
に
ま
つ
わ
る
「
定
説
」。
で
も
、

そ
れ
ら
は
本
当
に
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
か
、

そ
れ
と
も
単
な
る
伝
説
な
の
か̶

在

野
の
歴
史
研
究
家
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
業
績
を
残
し
て
き
た
著
者
が
、
戦

国
史
の
定
説
・
伝
説
の
虚
実
に
迫
っ
た
一

冊
で
す
。

　

織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
と

い
っ
た
超
Ａ
級
の
有
名
人
の
出
自
の
謎
に

迫
っ
た
り
、
講
談
や
小
説
で
名
高
い
岩
見

重
太
郎
、
石
川
五
右
衛
門
な
ど
が
果
た

し
て
実
在
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
た
だ
の

伝
説
な
の
か
を
解
き
明
か
し
た
り
と
、
戦

国
時
代
の
歴
史
人
物
好
き
に
は
た
ま
ら
な

い 

一
冊
に
な
っ
て
い
ま
す
。
筆
致
は
鋭
い

の
で
す
が
、
著
者
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
が
、

随
所
に
見
せ
る
「
毒
舌
」
を
和
ら
げ
て
い

ま
す
。

『
戦
国
史
の
怪
し
い
人
た
ち
』

鈴
木
眞
哉［
著
］

平
凡
社

7
6
0
円
＋
税

A
～
H
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉「
次
世
代
送
電
網
」と
い
う
意
味
で
す
が
ど
の
よ
う
に
進
展
す
る
か
…
…

1.
2.
3.
4.
6.
7.
9.
12.
14.
16.
17.
18.
19.
21.

1.
5.
8.
10.
11.
13.
15.
17.
18.
20.
22.
23.
24.
25.

今年はいつ吹いて来る？　冬の訪れを知らせる北風
あの人は○○も甘いもかみ分けた穏やかな人です
今日は、今回の事業全体を描いた○○○○を基に議論を進めよう
届いたばかりの次回作の台本を○○○する。「素読」とも　
よく言います「○○より育ち」
野田新首相と汚染された土地に共通するものは
歌舞伎役者の化粧法のひとつ
不正な金や汚れた金をゴマかすマネー○○○○○○
そろそろ本屋さんの店頭に並ぶ来年の○○○○○
構想は雄大だったが資金不足で○○○○○になってしまった
ハワイの踊りといえば○○ダンス
女性の手紙などで末尾に書くことば
一定の場所に網を仕掛けて漁をする○○○網漁法
この文房具よく工夫されていて○○○勝手が良いね

「宇宙」という意味もある花。「秋桜」とも
シベリアには永久○○○地帯が多くある
「今日は夕食作るのおっくうだから○○○○○にしない？」などと
○○問題をわかりやすく解説して人気の池上彰さん
その毒舌が中高年女性に人気のタレント綾小路○○○○
ことわざ「百聞は一見に○○○」
「はやぶさ」もいいけど、今回は各駅停車の○○○○旅行にしよう
議論は堂々巡りの果てに、また○○○○に戻った
昔、炭坑夫などが坑内に入るとき持った明かり道具
あの人の話はいつも○○○っぽくて聞いていて疲れる
本日の大会は、以下の式○○○に乗っとり進行します
○○○○が止まらず、輸出産業は大打撃
ニワトリの一品種「名古屋○○○○」
自分の兄をへりくだって言うとあ～あ、
こんなに水びたしになっちゃ○○○○にならないね

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

サ
キ
モ
ノ
ト
リ
ヒ
キ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
11
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

イーリン株式会社
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相談随時
案内進呈

高浮彫りされた釈迦三尊のひとつ釈迦如来坐像

薬師三尊坐像阿弥陀三尊坐像洞窟に観音堂、脇堂を持つ大谷寺
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出
土
品
と
と
も
に
、
八
一
八
年
鋳

造
の
古
銭（
富
寿
神
金
）、
一
三
六
三

（
貞
治
二
）年
と
一
四
一
七（
応
永

二
十
四
）年
の
銘
が
入
っ
た
経
石
、
五

輪
塔
二
十
七
基
な
ど
多
数
が
発
掘
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
古
代
か
ら
近
世

に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
洞
窟
が
人
々
の

信
仰
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

大
谷
寺
磨
崖
仏
は
九
州
の
大
分
県

国
東
半
島
や
臼
杵
の
磨
崖
仏
と
と
も

に
地
方
仏
教
文
化
の
秀
作
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
に
巨
大
な
磨
崖
仏
を
作
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
磨
崖
仏
を
彫

る
石
材
が
加
工
の
容
易
な
凝
灰
岩

で
あ
っ
た
こ
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。

大
谷
寺
磨
崖
仏
群
は
、国
特
別
史
跡・

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 201111月〜   12月 霜月─師走

十
一
月
十
二
日（
土
）

納
め
だ
い
こ
く
ま
つ
り（
日
光
市
日
光
）

　
二
荒
山
神
社
で
行
わ
れ
る
大
国
様
に
ち
な
ん

だ
年
内
最
後
の
縁
日
。
大
国
殿
に
祀
ら
れ
た

大
国
様
は
招
福
の
神
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

十
一
月
十
九
日（
土
）

栃
本
根
古
屋
神
社
秋
祭
り（
佐
野
市
）

　
秋
の
例
大
祭
で
、
神
楽「
浦
安
の
舞
」が
地

元
の
小
学
生
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
る
。

十
一
月
十
九
日（
土
）

鷲
子
山
の
夜
祭
り（
那
珂
川
町
馬
頭
）

　
栃
木
県
、
茨
城
県
境
に
あ
る
古
社
鷲
子
山

上
神
社
で
行
わ
れ
る
秋
の
大
祭
。「
昔
の
人
が

神
威
を
恐
れ
、
か
し
こ
ん
だ
敬
虔
な
祈
り
の

儀
式
」を
再
現
し
て
い
る
。
夕
方
五
時
半
こ
ろ

か
ら
、
古
式
神
事
に
乗
っ
取
り
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
る
。
入
母
屋
造
り
の
随
神
門
は
県
指

定
文
化
財
。

十
一
月
十
九
日（
土
）～
二
十
日（
日
）

西
宮
神
社
恵
比
須
講（
足
利
市
）

　
商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
秋
の

風
物
詩
。
西
宮
神
社
の
参
道
に
お
宝
を
売
る

露
店
が
軒
を
連
ね
、
多
く
の
人
で
賑
わ
う
。

別
名「
お
宝
市
」。
境
内
で
は
神
楽
が
奉
納
さ

れ
る
。

十
一
月
二
十
三
日（
水
・
勤
労
感
謝
の
日
）～

二
十
四
日（
木
）

羽
黒
山
梵
天
祭（
宇
都
宮
市
今
里
）

　
羽
黒
山
神
社
の
秋
の
例
大
祭
。
五
穀
豊
穣
、

家
内
安
全
を
願
っ
て
梵
天
が
奉
納
さ
れ
る
。

沿
道
に
は
露
店
が
軒
を
連
ね
、
名
物
の
ユ
ズ

が
売
ら
れ
る
。
三
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
。

大谷寺磨崖仏
　

板
東
三
十
三
観
音
霊
場
第
十
九

番
札
所
で
知
ら
れ
る
大
谷
寺
に
は
、

本
尊
の
千
手
観
音（
大
谷
観
音
）の
ほ

か
に
全
部
で
九
体
の
磨
崖
仏
が
岩
肌

に
刻
ま
れ
て
い
る
。
磨
崖
仏
の
像
容

（
姿
・
形
）か
ら
薬
師
三
尊（
薬
師
如

来
坐
像
・
日
光
菩
薩
立
像
・
月
光
菩

薩
立
像
）が
最
も
古
く
、
平
安
時
代

は
じ
め
の
作
で
あ
り
、
続
い
て
大
谷

寺
の
本
尊
で
あ
る
千
手
観
音
、
そ
し

て
釈
迦
三
尊（
釈
迦
如
来
坐
像
・
文

殊
菩
薩
立
像
・
普
賢
菩
薩
立
像
）が

平
安
時
代
中
ご
ろ
、阿
弥
陀
三
尊（
阿

弥
陀
如
来
坐
像・聖
観
音
菩
薩
立
像・

地
蔵
菩
薩
立
像
）が
平
安
時
代
か
ら

鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
の
作
と
推
測
さ

れ
る
。

　

大
谷
寺
遺
跡
発
掘
調
査
の
時
に
、

縄
文
・
弥
生
時
代
を
は
じ
め
と
す
る
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株式会社アトムエンジニアリング　
代表取締役社長　片岡泰三氏

と
く
ち
に
「
Ｉ
Ｔ
企
業
」
と

言
っ
て
も
、
パ
ソ
コ
ン
販
売
な

ど
が
中
心
の
と
こ
ろ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェア
の

受
託
開
発
を
主
に
手
が
け
て
い
る
と
こ

ろ
、
ウ
ェ
ブ
制
作
に
特
化
し
て
い
る
と

こ
ろ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
㈱
ア
ト

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
物
流
関
連
を

中
心
に
手
が
け
て
お
り
、
在
庫
管
理

や
入
出
庫
管
理
の
効
率
化
、
誤
出
荷

改
善
な
ど
に
関
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェア
を
、

顧
客
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
会
社
設
立
の
数
年
後

に
経
営
理
念
を
定
め
ま
し
た
。

　
「
当
時
は
『
明
日
の
シ
ス
テ
ム
を
創

造
す
る
』
が
理
念
で
し
た
。
こ
れ
を
、

設
立
か
ら
10
年
目
に
、
現
在
の
も
の
に

変
え
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
技
術
力

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
お
客
様
に
も
社
員

に
も
、
地
域
社
会
に
も
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
も
の
を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
と
考
え
た
か
ら
で
す
」

　

片
岡
社
長
が
経
営
理
念
に
こ
め
て
い

る
の
は
、
会
社
の
事
業
領
域
や
ス
タ
ン

ス
を
明
確
化
す
る
こ
と
。

　
「
経
営
理
念
は
会
社
の
憲
法
で
す
。

こ
れ
を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
で
補
完
し
て
い

ま
す
」

　

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
謳
わ
れ
て
い
る
の

は
、
人
材
や
自
己
研
鑽
の
重
要
性
で

す
。「
企
業
は
人
な
り
」
と
は
よ
く

耳
に
す
る
言
葉
で
す
が
、
同
社
も
人

材
の
育
成
に
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
社
内
外
研

修
な
ど
、
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
毎
期
初
め
に
『
経

営
計
画
発
表
会
』
を

行
い
、
会
社
が
こ
れ
か

ら
ど
う
動
い
て
い
く
の

か
、
何
を
目
指
す
の

か
を
、
社
員
全
員
に

周
知
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
」

　

現
在
、
Ｉ
Ｔ
業
界
は

大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

「

高
い
技
術
力
で
生
み
出
し
た
製
品
を
、      

　お
客
様
に
喜
ん
で
使
って
い
た
だ
き
た
い

 

と
願
って
い
ま
す
。」

片
岡
社
長
は
今
後
ど
の
よ
う
な
舵
取

り
を
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
弊
社
は
、
国
内
4
0
0
社
ほ
ど

に
、
物
流
改
善
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
・
シ

ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
お
客

様
の
業
務
形
態
に
合
わ
せ
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
型
や
、
物
流
倉
庫
内
の

入
出
庫
管
理
、
保
管
（
在
庫
）、
仕

分
等
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
シ
ス
テ
ム
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
力
を
入
れ

て
い
く
分
野
は
、
課
金
型
シ
ス
テ
ム

の
提
供
で
す
。
今
日
の
よ
う
に
、
経

済
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
く
時
代
は
、
先
が
読
み
づ
ら
く
、

高
額
な
投
資
も
控
え
て
い
く
で
し
ょ

う
。
そ
こ
で
、
初
期
投
資
を
抑
え

た
パッ
ケ
ー
ジ
・
シ
ス
テ
ム
を
低
価
格

で
、
利
用
し
た
い
期
間
だ
け
活
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
方
が
、
お
客
様
の
リ
ス
ク

対
策
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う
し

た
営
業
力
、
製
品
力
を
高
め
る
た
め

に
も
、
人
材
育
成
が
急
務
で
す
。
数

年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す

が
、ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
ね（
笑
）」

　

そ
う
お
っ
し
ゃ
る
片
岡
社
長
で
す

が
、
今
マ
ス
コ
ミ
も
注
目
し
て
い
る
ク

ラ
ウ
ド
技
術
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
な
ど
、
常
に
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
つ
つ
、
全
力
で
企
業
改
革

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
か
ら
カ
ス
タ
ム

メ
イ
ド
へ
移
行
す
る
た
め
に
は
、
会
社

に
蓄
積
し
て
い
る
も
の
（
人
材
、
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
）
を
で
き
る
だ
け
大
き
く

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
、
会
社
が
一
丸
と
な
って
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
」

  明日のシステムを創造し、
共に喜びを分かち合う

人こそがお客様を創造し、
新製品を開発し、

お客様の輪を広げていく。

　

㈱
ア
ト
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
製
造
・
流
通
・
運
輸
業
向
け
の
物
流
改
善
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
中
心
に
提
供
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
企
業
で
す
。
新
し
い
技
術
に
積
極
的
に
取
り
組
む

同
社
の
、
片
岡
泰
三
社
長
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

経営理念

経営ビジョン

Information

株式会社 アトムエンジニアリング
代表取締役社長  片岡  泰三
創業／昭和58年
住所／
本社： 栃木県宇都宮市御幸ケ原町10番44号
☎ 028- 662- 0808（代）
80120-560-085
6028-662-0085

http://www.atm-net.co.jp

09回第
    株式会社
アトムエンジニアリング

社員全員が参加する 「経営計画発表会」
（写真は第30期）

本社社屋

第13回

　

今
年
１
月
、
テ
レ
ビ
番
組
で
日
本

茶
の
健
康
促
進
効
果
が
紹
介
さ
れ
、

大
き
な
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
の

時
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
「
深
蒸

し
茶
」。
通
常
の
倍
の
時
間
を
掛
け

て
蒸
し
上
げ
て
か
ら
乾
燥
さ
せ
る

た
め
茶
葉
の
見
た
目
は
悪
く
な
り
ま

す
が
、
味
は
濃
厚
で
ま
ろ
や
か
。
健

康
成
分
と
し
て
注
目
さ
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
や
カ
テ
キ
ン
、
テ
ア
ニ
ン
な
ど

の
含
有
量
が
多
く
、
番
組
で
は
ダ
イ

エ
ッ
ト
や
お
通
じ
に
も
効
果
が
期
待

で
き
る
長
寿
食
品
と
し
て
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。
今
や
日
本
茶
と
言
え
ば
深

蒸
し
と
い
う
ほ
ど
の
人
気
で
す
が
、

こ
の
深
蒸
し
茶
の
味
を
一
般
に
広
め

よ
う
と
約
40
年
も
前
か
ら
孤
軍
奮

闘
し
て
き
た
の
が
、
材
木
町
に
小

売
店
「
飯
島
園
」
を
構
え
る
飯
島

合
名
会
社
の
四
代
目
当
主
、
飯
島

恵
介
氏
。

　
「
日
本
茶
は
、
茶
葉
の
見
た
目
を

重
視
し
て
手
も
み
の
技
術
を
競
っ

た
結
果
、
本
来
の
味
を
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
お
茶
は
見
る
も

の
で
は
な
く
飲
ん
で
味
わ
う
も
の
。

そ
の
原
点
に
立
ち
返
ら
せ
て
く
れ

た
の
が
深
蒸
し
茶
で
す
」
と
見
せ

て
く
れ
た
茶
葉
は
、
同
社
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
穀
雨
」。
確
か

に
ス
ッ
と
針
の
よ
う
に
よ
れ
た
お

茶
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
渋
み
が

少
な
く
、
香
り
は
さ
わ
や
か
。
今

で
は
全
国
に
３
０
０
人
以
上
の
顧

客
を
持
つ
人
気
商
品
で
す
。「
お
茶

は
、
日
本
の
文
化
や
歴
史
に
根
づ

い
て
い
ま
す
。
地
道
に
商
っ
て
い
け

ば
、
必
ず
そ
の
味
の
良
さ
を
伝
え

ら
れ
る
は
ず
」
と
語
る
恵
介
氏
の

目
に
は
、
同
社
が
１
４
０
年
間
商
っ

て
き
た
お
茶
へ
の
愛
情
が
溢
れ
て
い

ま
す
。

　

初
代
飯
島
喜
多
六
正
義
が
廃
藩

置
県
に
伴
い
帯
刀
を
捨
て
、
金
禄

公
債
を
資
本
に
製
茶
と
陶
器
販
売

を
始
め
た
の
は
明
治
５
年
。
そ
の

後
、
15
歳
で
家
督
を
継
い
だ
二
代

目
千
代
蔵
が
現
在
の
商
い
の
礎
を

築
き
ま
し
た
。
現
在
、
飯
島
園
が

建
つ
通
り
か
ら
１
本
南
の
通
り
は

旧
鹿
沼
街
道
。
東
京
街
道
（
現
・

材
木
町
通
り
）
と
鹿
沼
街
道
が
交

差
す
る
好
立
地
で
商
い
は
順
調
に

伸
び
、
大
正
13
年
に
は
、
製
茶
・

陶
器
販
売
の
他
に
写
真
や
保
険
な

ど
も
扱
う
合
名
会
社
を
組
織
。
し

か
し
、
昭
和
期
に
入
る
と
戦
時
中

の
物
資
統
制
の
た
め
合
名
会
社
で

の
営
業
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

戦
後
、
製
茶
問
屋
と
し
て
再
出
発

し
ま
し
た
。

　

続
く
高
度
成
長
期
、
市
会
議
員

を
務
め
る
な
ど
宇
都
宮
の
政
経
界

で
活
躍
し
た
三
代
目
守
氏
に
商
売

を
任
さ
れ
、
販
路
拡
大
や
小
売
業

進
出
な
ど
事
業
拡
大
に

あ
た
っ
て
き
た
恵
介
氏

に
、
代
々
継
が
れ
る
家

訓
を
尋
ね
る
と
、「
先

代
か
ら
は
『
お
茶
は
人

を
買
う
商
売
』
と
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
人
間
性

が
信
用
で
き
な
け
れ

ば
、
茶
の
売
買
は
で
き

ま
せ
ん
」。
問
屋
が
信

頼
す
る
の
は
産
地
の

人
、
そ
し
て
家
庭
で
お

茶
を
飲
む
方
々
が
信
頼

　
合
名
会
社
と
は
、
個
人
事
業
主
が
複
数
人
に
な
り
協
同
事
業
化
し
た
状
態
を
想
定
し
た
会
社
形

態
で
、
財
閥
や
老
舗
の
蔵
元
な
ど
創
業
の
古
い
会
社
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
の
は

材
木
町
で
古
く
か
ら
お
茶
を
商
う「
銘
茶
飯
島
園
」こ
と
飯
島
合
名
会
社
。
こ
の
社
名
こ
そ
老
舗
の

証
、
同
社
の
約
1
4
0
年
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

座
右
の
銘
は「
積
善
余
慶
」、

地
道
な
商
い
で
得
た
信
頼
を
大
切
に

飯 

島 

合
名
会
社   

1
8
7
2（
明
治
5
）年
創
業

四代目当主の飯島恵介氏

飯島合名会社
本社

宇都宮市材木町2番2号　
1028-634-5051

〈営業時間〉  9:00 〜18:00／日祝定休

銘茶飯島園
宇都宮市宮園町5-4 

東武宇都宮百貨店B1

1028-651-5081
陶器も商っていた昭和初期、先代が
岡山に通い、3 年間迷った末に 500
円もの大金をはたいて手に入れた備
前焼の金次郎像

昭和46年に店舗を建て替え、
銘茶飯島園として小売を開始

す
る
の
は
小
売
店
の
人
柄
。お
茶
は
、

そ
の
店
に
よ
り
独
自
に
価
格
が
つ
け

ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
人
間
性
を

売
買
す
る
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で

あ
る
、
と
い
う
教
え
で
す
。
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
た
社
訓
は
「
自
己
の
商
売

に
徹
す
る
事
、
至
誠
第
一
に
一
生
懸

命
働
く
事
、
お
客
様
に
感
謝
の
心
を

忘
れ
ぬ
事
、
好
況
時
に
不
況
を
忘
れ

ぬ
事
」。
そ
し
て
恵
介
氏
の
座
右
の

銘
は
「
積
善
余
慶
」。
こ
れ
ら
の
言

葉
に
共
通
す
る
の
は
、
嘘
の
な
い
商

売
と
商
品
へ
の
誇
り
と
愛
情
。
深
蒸

し
茶
と
同
様
、
時
間
を
掛
け
て
深
み

が
増
し
た
言
葉
に
、
代
々
当
主
が
大

切
に
し
て
き
た
事
業
発
展
と
継
続
へ

の
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。



11
月
7
日
で
宮
カ
フ
ェ
は
、
開
店
2
周
年
！

2
周
年
を
迎
え
、
消
費
者
還
元
セ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

宮
カ
フ
ェ
事
務
所

☎
6
3
5-

0
0
2
1

問合せ

11月
November

　

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の
み

や
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ
る

案
内
所
設
置（
毎
週
日
曜
日
）

11
月
13
日
、
20
日
、
27
日
、

12
月
４
日
、
11
日

ま
ち
な
か
案
内
所

◎
実
施
中（
12
月
31
日
ま
で
予
定
） 

　
「
宇
都
宮
地
酒
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」       

　

〜
宇
都
宮
の
地
酒
を
飲
ん
で
愉
快
に
な
ろ
う
！
〜

◎
11
月
25
日（
金
）

   

午
後
2
時
〜

 　
「
歌
お
う
愉
快
だ
！
歌
声
カ
フ
ェ
」

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内（
２
階

プ
チ
プ
レ
リ
協
力
）

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内（
２
階
プ
チ

プ
レ
リ
協
力
）

◎
11
月
26
日（
土
） 

午
後
2
時
〜 

 　
「
愉
快
ラ
イ
ブ（
リ
デ
、チ
ャ
ト
ラ
ほ
か
）」 

　

こ
の
ほ
か
に
も
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
・
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
成
23
年
10
月
31
日
現
在
）

宇
都
宮
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

栃
木
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間　

11
月
１
日
〜
30
日 『
１
人
で
も
雇
っ
た
ら
、入
ろ
う
。 

労
働
保
険
。』

栃
木
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

エ
コ
通
勤
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
参
加
の
お
願
い

11
月
11
日
か
ら
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す

源
泉
徴
収
義
務
者
の
皆
様
へ

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！  

使
用
者
も
、労
働
者
も
。

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

（
国
税
電
子
申
告
・ 

納
税
シ
ス
テ
ム
）を

始
め
ま
せ
ん
か

　
「
労
働
保
険
」と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
と
を
総
称
し
た
も
の
で
、
保

険
給
付
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
行
わ
れ

ま
す
。

①
労
災
保
険
給
付
に
要
し
た
費
用
の
一

部
を
徴
収
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上

ま
た
は
通
勤
途
上
で
負
傷
し
た
り
、
あ

る
い
は
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に

労
災
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
負
傷

し
た
労
働
者
ま
た
は
遺
族
に
対
し
補

　

栃
木
県
は
、
公
共
交
通
の
利
用
促

進
お
よ
び
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と

し
て
、
平
成
21
年
か
ら
職
員
に
よ
る
エ

コ
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
、
平
成

22
年
か
ら
は
市
町
村
職
員
と
も
協
働

で
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
県
・
市
町
村
に
加
え
、
試
行

と
し
て
エ
コ
通
勤
取
り
組
み
が
可
能
な

民
間
事
業
所
等
の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。

【
県
内
統
一
実
施
期
間
】

12
月
12
日（
月
）
〜
12
月
18
日（
日
）

　

こ
の
期
間
内
の
１
日
以
上
を
、
エ
コ

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら

17
日
ま
で
の
期
間
を「
税
を
考
え
る
週

間
」と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提

供
し
た
り
、
納
税
者
の
方
か
ら
の
税
務

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お

聴
き
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署
の

　

平
成
23
年
分
年
末
調
整
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
宇
都
宮
市
河
内
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
市
白
沢
町
３
８
５
）

11
月
15
日（
火
）　

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分
、

午
後
2
時
〜
4
時

●
宇
都
宮
市
文
化
会
館

（
宇
都
宮
市
明
保
野
町
７-

66
）

11
月
17
日（
木
）　

　

栃
木
県
最
低
賃
金
が
時
間
額
７
０
０

円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
改
定
発
効
は

10
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
栃
木
県
の
区

と
再
就
職
を
促
進

　

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し

た
場
合
に
失
業
給
付
金
の
支
給
を
行
い
、

失
業
し
た
労
働
者
の
生
活
の
安
定
と

再
就
職
を
促
進
し
、
併
せ
て
労
働
者

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業

を
行
う
制
度
で
、
保
険
給
付
は
公
共

職
業
安
定
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

③
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
主
は
加
入

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

　
「
労
働
保
険
」は
、
労
災
保
険
法
と

・
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
で
き
ま
す
。

・
環
境
へ
の
取
り
組
み
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
一

環
と
し
て
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
従
業
員
に
と
っ
て
…

・
公
共
交
通
や
自
転
車
、
徒
歩
の
通
勤

で
、
健
康
増
進
に
役
立
ち
ま
す
。

・
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
ず
通
勤
で
き
ま

す
。

・
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
で
き
ま
す
。

・
公
共
交
通
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

公
共
交
通
の
将
来
に
向
け
た
維
持
確

償
を
行
う
も
の
で
、
保
険
給
付
は
労

働
基
準
監
督
署
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
主
が
故
意
ま
た
は
重

大
な
過
失
に
よ
り
労
災
保
険
の
保
険

関
係
成
立
届
を
提
出
し
て
い
な
い
期
間

中
に
労
働
災
害
が
生
じ
、
労
災
保
険

給
付
を
行
っ
た
場
合
、
遡
及
し
て
労
働

保
険
料
を
徴
収
す
る
ほ
か
、
労
災
保

険
給
付
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
徴
収

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
失
業
し
た
労
働
者
の
生
活
の
安
定

通
勤
w
e
e
k
統
一
行
動
参
加
日
に
設

定
し
て
、
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
日
だ
け
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
一

人
ひ
と
り
の
、
少
し
ず
つ
の
エ
コ
通
勤

の
実
施
で
も
、
全
体
で
Ｃ
Ｏ
２
が
大

き
く
削
減
さ
れ
ま
す
。

　

無
理
な
く
で
き
る
範
囲
で
、
エ
コ
通

勤
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
エ
コ
通
勤
の
メ
リ
ッ
ト
】

●
事
業
所
に
と
っ
て
…

・
従
業
員
の
健
康
管
理
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続（
①
所
得

税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
酒
税
お
よ
び

印
紙
税
の
申
告
、
②
全
税
目
の
納
税
、

③
申
請
・
届
出
な
ど
）が
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行

え
ま
す
。

　

特
に
、
源
泉
所
得
税
の
毎
月
納
付
や
消

費
税
の
中
間
申
告
・
納
付
な
ど
、
利
用
回

数
の
多
い
手
続
に
は
大
変
便
利
で
す
！

　

な
お
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
始
め
る
に
は
、

事
前
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ド
ラ
イ
タ
と

電
子
証
明
書
の
準
備
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
い
情
報
は
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w

.e
-ta

x.
n

ta.g
o

.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雇
用
保
険
法
の
規
程
に
よ
り
、
労
働

者
を
使
用
す
る
事
業
主
は
、
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ま
だ
加
入
手
続
を
さ
れ
て
い
な

い
事
業
主
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
で
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

保
に
貢
献
で
き
ま
す
。

●
地
域
に
と
っ
て...... 

・
通
勤
時
間
帯
の
渋
滞
緩
和
が
期
待
で

き
ま
す
。

・
公
共
交
通
の
利
用
者
数
が
増
加
す
れ

ば
、
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
向

上
が
期
待
で
き
ま
す
。

・
地
球
温
暖
化
防
止
に
寄
与
し
ま
す
。

問合せ

宇
都
宮
税
務
署

☎
6
2
1-

2
1
5
1

（
音
声
案
内
）

仕
事
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、
税
の
役
割
や

適
正
・
公
平
な
課
税
と
徴
収
の
実
現
に

向
け
た
国
税
庁
の
取
り
組
み
を
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.nta.
go.jp

）な
ど
を
通
じ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
税
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分
、

午
後
2
時
〜
4
時

※「
年
末
調
整
の
し
か
た
」と「
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作

成
と
提
出
の
手
引
」を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
年
末
調
整
関
係
用
紙
等
の
送
付
枚

数
は
、
一
定
枚
数
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
不
足
が
あ
る
場
合
に
は
説
明
会

会
場
お
よ
び
税
務
署
の
窓
口
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

域
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
と
、
そ
の
使
用
者
に
適
用
。
一
般
労

働
者
は
も
ち
ろ
ん
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

問合せ

宇
都
宮
公
共
職
業
安
定
所

☎
6
3
8-

0
3
6
9

宇
都
宮
労
働
基
準
監
督
署

☎
6
3
3-

4
2
5
1

栃
木
県
県
土
整
備
部
交
通
政
策
課

（
交
通
計
画
担
当
）

☎
6
2
3-

2
3
7
7

6
6
2
3-

2
3
9
9

kotsu@
pref.tochigi.lg.jp

参加登録および
問合せ

　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特
定（
産
業

別
）最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問合せ

栃
木
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
6
3
4-

9
1
0
9

10月に実施し
たハロウィン
フェアの様子
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